
古
民
家
を
再
生
し
て
本
町
の

魅
力
を
集
め
た
施
設
に

　

仁
田
子
に
あ
る
旧
西
村
民
俗
資

料
館
は
、
本
町
の
持
つ
豊
か
な
魅

力
を
集
め
た
交
流
拠
点
施
設
と
し

て
、
２
０
２
０
年
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

　

築
約
１
４
０
年
の
古
民
家
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
施
設
は
人
々

が
集
う
カ
フ
ェ
を
備
え
、
宿
泊
施

設
を
併
設
。
宿
泊
施
設
１
階
に
は

リ
ビ
ン
グ
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
２
階

に
は
寝
室
が
で
き
る
予
定
で
す
。

　

古
民
家
が
培
っ
て
き
た
長
い
年

月
が
香
る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

た
っ
ぷ
り
の
癒
や
し
の
空
間
を
体

験
で
き
ま
す
。

「
古
民
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で 

利
活
用
を
企
画
立
案

　

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で
被
災

し
解
体
な
ど
を
検
討
さ
れ
て
い
た

同
館
を
利
活
用
す
る
ア
イ
デ
ア
は
、

昨
年
度
「
甲
佐
町
古
民
家
こ
う
さ

て
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
て
、

検
討
。
町
内
外
か
ら
延
べ
２
０
０

人
が
集
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

９
回
開
催
し
、
交
流
拠
点
施
設
と

し
て
の
再
生
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
施
設
と
し
て
利
活

用
す
る
た
め
の
改
修
工
事
に
加
え

て
、
昨
年
11
月
か
ら
幅
広
い
交
流

を
目
指
し
て
「
改
修
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
企
画
し
開
催
し
ま

し
た
。

町
内
外
か
ら
広
く
交
流
し
た 

改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、

　仁田子にある旧西村邸は民俗資料館
として利用していましたが、平成28年
の熊本地震で被災しました。昨年度に
その利活用について「甲佐町古民家こ

うさてんプロジェクト」で企画し、今
年度からワークショップによる改修な
どに着手しました。2020年に本町の新
たな交流拠点として生まれ変わります。

甲佐町の魅力を発信する古民家で交流を

甲佐町にはワークショップで初めて来ま
した。近所の人が差し入れをくれたり声
を掛けてくれたり、温かさを感じました。

甲佐町の温かさを
とても感じました

内田 栞里さん
（熊本市・大学２年）



本
町
の
魅
力
を
集
め
た
新
た
な
交

流
拠
点
と
し
て
同
館
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
た
め
、
町
が
主
催
。

　

昨
年
11
月
か
ら
毎
月
１
回
２
日

間
に
わ
た
り
、
延
べ
４
回
８
日
間

を
開
催
。
町
内
の
み
な
ら
ず
町
外

や
県
外
か
ら
も
、
古
民
家
改
修
や

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
お
こ
し
に
関

心
が
あ
る
人
や
活
動
さ
れ
て
い
る

人
が
集
い
、
延
べ
1
8
1
人
が
参

加
。
古
民
家
を
通
し
て
、
文
化
や

技
術
を
学
び
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

古
民
家
の
良
さ
と
日
本
家
屋
の
文

化
に
加
え
て
、
改
修
や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の

体
験
を
改
修
の
段
階
に
応
じ
て
、

大
工
さ
ん
や
左
官
さ
ん
の
指
導
の

下
で
楽
し
く
体
験
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
土
壁
作
り
の
下
準
備

（
11
月
）、
内
壁
や
天
井
、
床
の
解

体
と
土
壁
作
り
（
12
月
）、
格
子

壁
の
製
作
（
１
月
）、
土
壁
の
下

地
製
作
（
２
月
）
の
計
４
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

土
壁
の
下
地
と
な
る 

木

ず

り

壁

を

製

作

　

第
４
回
と
な
る
改
修
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
２
月
９
日
（
土
）・

10
日
（
日
）
旧
西
村
民
俗
資
料
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

漆
喰
（
し
っ
く
い
）
を
乗
せ
て

い
く
木
ず
り
壁
（
壁
の
下
地
）
の

基
礎
知
識
と
作
業
方
法
に
つ
い
て

の
説
明
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
早
速

全
員
で
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

「甲佐町古民家こうさてんプロジェクト」改修ワークショップ

　今年度は、計４回の古民家改

修ワークショップに、延べ181

人という多くの人たちに参加し

ていただきました。

　町内はもちろん、遠くは鹿児

島県や福岡県からも参加いただ

き、みんなで交流しながら、わ

きあいあいと楽しく改修作業が

できました。近所の人たちもた

くさん見学に来ていただき、昔

から多くの人たちが集い、にぎ

わっていた西村邸の歴史なども

お話をうかがうことができまし

た。

　「甲佐町古民家こうさてんプ

ロジェクト」は、旧西村民俗資

料館が本町の地域

拠点に生まれ変わ

るために、地域の

宝を学び、点と点、

人と人をつなげて

交流しながら地域

づくりを行うもの

です。このワーク

ショップではもちろん、施設が

完成してからも、町内から町外

の人までが多く集う交流拠点に

なっていってほしいと思います。

　改修ワークショップは、来年

度も実施する予定です。ぜひ、

皆さんご参加ください。

町地域振興課
木山 真由美
課長補佐

人が集い交流しながら魅力ある地域づくりを

▼

旧
西
村
邸
改
修
後
の
イ
メ
ー
ジ
図



完
成
し
た
木
ず
り
壁
と 

笑

顔

で

記

念

撮

影

　

職
人
の
技
や
工
具
を
使
う
際
の

コ
ツ
を
大
工
さ
ん
か
ら
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
12
月
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
解
体
し
た
木
材
か
ら

取
り
外
し
た
釘
を
再
利
用
し
て
木

ず
り
壁
を
制
作
し
ま
し
た
。
完
成

後
、
漆
喰
を
塗
っ
た
ら
見
え
な
く

な
る
場
所
に
名
前
を
書
い
て
、
笑

顔
で
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
土
壁
の
土
作
り
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
も
一
緒
に
楽
し
く
材
料

と
な
る
土
を
踏
み
混
ぜ
ま
し
た
。

の
こ
ぎ
り
や
の
み
を 

使
っ
て
丁
寧
に
作
業

　

午
後
か
ら
は
、
床
下
の
土
入
れ

と
締
め
固
め
の
作
業
を
し
ま
し
た
。

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
土
を
運
び
、
均

一
に
な
ら
し
な
が
ら
木
づ
ち
な
ど

で
叩
い
て
い
き
ま
す
。
全
員
で
力

を
合
わ
せ
て
作
業
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
床
板
を
支
え
る
根
太

（
ね
だ
）
を
受
け
る
た
め
の
木
材

の
加
工
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

の
こ
ぎ
り
や
の
み
の
使
い
方
、
こ

つ
な
ど
を
大
工
さ
ん
に
教
わ
り
、

少
し
ず
つ
木
材
に
刃
を
入
れ
、
慎

重
に
作
業
。
近
く
の
人
と
お
互
い

に
刃
を
入
れ
る
位
置
な
ど
を
相
談

し
な
が
ら
削
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で
使

う
格
子
壁
を
制
作
し
ま
し
た
。
格

子
壁
は
見
え
る
場
所
に
設
置
さ
れ

る
た
め
、
木
材
を
組
む
部
分
を
丁

寧
に
削
り
ま
し
た
。

　

終
始
参
加
者
同
士
が
交
流
し
て

楽
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
生
ま
れ
変

わ
る
古
民
家
に
手
を
か
け
る
と
と

も
に
、
楽
し
く
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

　

何でも新しいものを買うのでは
なく、物を作る楽しさ、家に手
をかける気持ちを一緒に学んで
いけたらと思います。

物を作る楽しさを
一緒に学びましょう

北村 努さん
（大工・ワークショップ作業指導）

参加した人の思いが形になっていくのは
うれしいです。出来た後も町内外の人た
ちのふれあいの場になればと思います。

町内外の人たちの
ふれあいの場に

多田 路央さん
（大町区）

●お問い合わせ先
　町地域振興課
　 TEL096-234-1154 
 (内線233)

「甲佐町古民家こうさてんプロジェクト」改修ワークショップ


